
【鳴門市行政評価】 88「頑張れ！ヴォルティス」なると観光ブランド化・ホームタウン連携事業

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

千円-総事業費 (事業費と事業にかかる人件費の合計)
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人

事業
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対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

 徳島ヴォルティスやホームタウン協議会加盟市町と連携し、イベント出展やＰＲ事業を
行い、鳴門市民のみならず対戦チームのサポーターなど、他県からの観光客が訪れる
ことで新たな地域間交流の創出を目指す。
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◎実施結果（DO)
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事業
実施
内容

25年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

　鳴門市民デーや四国ダービーで市民と協働したイベントを実施し、ホームゲームイベントを盛り
上げるとともに、アウェイゲーム（ガンバ大阪戦）を活用した観光ＰＲを行った。
　Ｊ１に昇格し、県内外からの来場者増が予想される徳島ヴォルティスのホームゲーム開催時の
渋滞対策等、徳島県と連携し、受入れ体制整備を図った。高速鳴門バス停～ＪＲ鳴門駅～スタジ
アムまでの間に路面シールや案内看板・歓迎のぼり等を設置したり、うずしお会館前に応援看板
を設置するなど、ヴォルティスロードを再構築した。ロード周辺の案内ＭＡＰを作成した。
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事務事業名 「頑張れ！ヴォルティス」なると観光ブランド化・ホームタウン連携事業
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【鳴門市行政評価】 88「頑張れ！ヴォルティス」なると観光ブランド化・ホームタウン連携事業

◎平成２６年の実施状況（DO')

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

3
↓「廃止」・「要改善」・「拡充」の場合は以下の欄に記入してください。

今後の
改革案

実施予定時期

どのように改革するのか

今後の方向性 1.廃止 2.要改善

課題

/10

事
務
事
業
の
評
価

理由等所見欄

/10 ⑤

理由等所見欄
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3.現状維持 4.拡充

② 事業費を削減する余地はない。

⑤ 効率性向上の余地はない。

③

① 事業実施手法は適切である。 ヴォルティスを活
用した地域活性
化の取り組みに
ついては、市民・
クラブ・行政の連
携した取り組み
が求められる。

作業手順の改善などによる人件費削減の余地はない。

受益者負担や補助金の割合に問題はない。

３.効率性の評価

④

/10

6
①

③

④

②

市民生活上の課題解決に貢献している。 Ｊ１に昇格した徳島
ヴォルティスのホー
ムゲームには県外
サポーターをはじ
め、多くの来場者が
集まることから観光
ＰＲや観光客誘致
に有効に活用する
必要がある。

行政内部の管理上の課題解決に貢献している。

事業目標が達成できるような事業内容になっている。

事業対象は適切である。

成果目標が達成され、市民に具体的に説明できるような効果があがっている。

現在の事業費で、事業の見直しによる成果向上の余地はない。

理由等所見欄２.有効性の評価

③ 税金で実施するにふさわしい事業で、市民への説明責任も果たせる。

④
市民の基本的な生活の維持・確保に必要不可欠な事業である。

行政内部の管理上必要不可欠な事業である。

１.必要性の評価

廃止した場合に支障が出る。

8

鳴門市をホームタ
ウンに持つＪリー
グチーム「徳島
ヴォルティス」を活
用した地域のにぎ
わい創出や観光Ｐ
Ｒは、観光・交流
のまちづくりをす
すめる上で重要で
ある。

② 施策 観光・交流のまちづくり の達成につながる事業である。

①

⑤ 法令により実施することが義務づけられている事業である。

【事務事業名：「頑張れ！ヴォルティス」なると観光ブランド化・ホームタウン連携事業】

現在の実施状況

　徳島県と連携し、ホームゲーム開催時の交通誘導を行うとともに、ＪＲ鳴門駅・スタジアムでの観光案
内所を設置するなど、アウェイ来場者の受け入れ体制整備を図っている。
　調理器具等を備えた多機能車両を導入し、Ｊ１に昇格した徳島ヴォルティスのホームゲームやアウェ
イゲーム会場を活用した観光ＰＲ・農水産品ＰＲを実施する。サポーターのまち歩きを促進するために
「パワースポットガイド」を作成する。
　ホームタウンデーの開催や大道銀天街でのイベントのほか、香川などの近隣県でのＰＲを実施するこ
とにより、ホームゲームへの誘客促進を図り、地域のにぎわいを創出する。


